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キャリア支援企業表彰2014
人を育て・人が育つ企業表彰

企業等から応募された取組は、Ｐ４４「事業の全体図」の「評価の視点」にあるとおり、
①「企業が行うキャリア支援策の内容は、表彰に値するものであるか？（キャリア形成の仕組みと

活用）」
②「企業が行うキャリア支援策は、機能し効果をあげているか？（機能・効果性）」
③「キャリア支援の普及促進に貢献するものであるか？（普及推進への貢献）」

の三側面から多面的に評価しますが、評価項目の詳細は次のとおりです。
なお、評価項目すべてを満たしているかどうかが表彰の要件ではありません。いくつかの項目について、
特に優れた特徴を持つ企業等も表彰対象として選定されます。

1 キャリア形成の仕組みと活用
企業等の取組を「キャリア形成の仕組みと活用」の側面から評価します。評価にあたっては、「従業員」
の視点から「自己の成長感、成長期待」を、「企業」の視点から「企業ビジョンとの統合」を、「社会」の視
点から「社会との調和」をそれぞれ達成しているかどうかをみていきます。
具体的な評価項目は次のとおりです。
1-1 従業員の視点（自己の成長感、成長期待）
 (1) キャリア目標の設定・見直しの機会がある

① キャリアの目標やキャリアの計画を、短・中・長期に分けて考える機会や仕組みが用意されて
いる

② 上司と部下の間で、キャリアの現状や目標について、すり合わせる機会や仕組みが用意されて
いる

③ これまでのキャリアを振り返る機会、キャリアの目標を見直す機会や仕組みが用意さている
④ 必要なときに、仕事やキャリアの問題を上司や同僚又は社内外の専門家（キャリア・コンサル

タント等）に相談できる機会や仕組みが用意されている
 (2) 職業能力開発・自己啓発の機会がある

① キャリア支援の考え方を含む人材育成に係る基本的方針及びこれに基づき行う職業訓練、職
業能力検定等に関する情報が示されている

② 世代や階層に応じた職業能力開発の機会や仕組みが用意されている
③ 職業能力検定等の受検機会や仕組みが用意されている
④ 日常の業務や研修等の機会が、キャリアの目標に向けた取組につなげられる
⑤ 従業員の自己啓発を支援する機会や仕組みが用意されている
⑥ 有給教育訓練休暇、長期教育訓練休暇、再就職準備休暇等の休暇制度を設け、活用の促進

を図っている
 (3) 公正な職業能力の評価を行っている

① 企業の「求める人材像」に近づくことで評価される仕組みがある
② これまでのキャリア、培った職業能力（転職者、非正規雇用社員を含む）が公正に評価される

仕組みがある
③ 非正規雇用社員の監督者登用、転職者採用等、多様な人材が能力発揮できる仕組みがある

 (4) 働き方に多様性・裁量性がある
① 担当する仕事内容について個人の希望が考慮される
② 働く場所、働く時間なども含め、働き方について選択できる
③ 社内公募制度、プロジェクト募集等、従業員が職業能力を有効に発揮できる仕組みがある

1-2 企業（組織）の視点（企業ビジョンとの統合）
 (1) 企業ビジョン及び企業ビジョンに連動した人材育成方針・方策を明確にしている

① 人材育成方針・方策が企業ビジョンや経営戦略と連動している
② キャリア支援の考え方を盛り込んだ人材育成方針・方策を作成している

 (2) 企業ビジョンに基づく人材育成方針・方策を推進している
① 企業ビジョンや経営戦略、企業ビジョンに連動した人材育成方針・方策が明確に示され、社

内に浸透している
② 人材育成方針・方策に基づき中・長期的な視点で計画的にキャリア支援を行っている
③ 人材育成方針・方策に基づくキャリア支援の状況をモニタリングしている

 (3) 人材育成方針・方策を適宜評価し、見直している
① 企業ビジョン等とともに、キャリア支援のあり方を含む人材育成方針・方策を定期的に評価し

ている
② 経営課題の変化等に応じ、キャリア支援のあり方を含む人材育成方針・方策を必要に応じ見

直している
1-3 社会の視点（社会との調和）
 (1) 社会的課題との関係

① キャリア支援に関する考え方や取組が雇用や職業能力開発に係る社会的な課題を解決する方
向と合っている

(例 )
●65歳以上の高齢者の活躍の場の確保につながっている
●ポジティブアクションの目標達成につながっている
● 希望する非正規雇用社員の正社員化につながっている
●メンタルヘルスの改善につながっている
● 若年者の短期離職の縮減につながっている

 (2) 地域や社会、多様な人材との関わりを推進している
① 地域活動やボランティア活動等地域や社会との関わりを推進している
② 社内でダイバーシティを実現する他、異分野・異業種で活躍する者との交流等社外の多様な

人材と関わる機会を提供又は推進している

2 機能・効果性
企業等の取組を「機能・効果性」の側面から評価します。
具体的な評価項目は次のとおりです。
2-1 企業（組織）の評価

① 問題解決スキル・習熟率の上昇、提案件数の増加など仕事の質、生産・サービスの向上につ
ながっている

2-2 従業員の評価
① 企業が行うキャリア支援に対する従業員の評価が高い又は向上している

3 普及推進への貢献（モデル・活用可能性）
企業等の取組を「普及推進への貢献」の側面から評価します。

① 他の企業から見て先進的な取組を行い、それが自社の参考になるなどモデル性のあるキャリ
ア支援の取扱や仕組みであり、他企業での導入や活用可能性がある

Ⅴ 評価項目
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キャリア支援企業表彰2014
人を育て・人が育つ企業表彰

企業等から応募された取組は、Ｐ４４「事業の全体図」の「評価の視点」にあるとおり、
①「企業が行うキャリア支援策の内容は、表彰に値するものであるか？（キャリア形成の仕組みと

活用）」
②「企業が行うキャリア支援策は、機能し効果をあげているか？（機能・効果性）」
③「キャリア支援の普及促進に貢献するものであるか？（普及推進への貢献）」

の三側面から多面的に評価しますが、評価項目の詳細は次のとおりです。
なお、評価項目すべてを満たしているかどうかが表彰の要件ではありません。いくつかの項目について、
特に優れた特徴を持つ企業等も表彰対象として選定されます。

1 キャリア形成の仕組みと活用
企業等の取組を「キャリア形成の仕組みと活用」の側面から評価します。評価にあたっては、「従業員」
の視点から「自己の成長感、成長期待」を、「企業」の視点から「企業ビジョンとの統合」を、「社会」の視
点から「社会との調和」をそれぞれ達成しているかどうかをみていきます。
具体的な評価項目は次のとおりです。
1-1 従業員の視点（自己の成長感、成長期待）
 (1) キャリア目標の設定・見直しの機会がある

① キャリアの目標やキャリアの計画を、短・中・長期に分けて考える機会や仕組みが用意されて
いる

② 上司と部下の間で、キャリアの現状や目標について、すり合わせる機会や仕組みが用意されて
いる

③ これまでのキャリアを振り返る機会、キャリアの目標を見直す機会や仕組みが用意さている
④ 必要なときに、仕事やキャリアの問題を上司や同僚又は社内外の専門家（キャリア・コンサル

タント等）に相談できる機会や仕組みが用意されている
 (2) 職業能力開発・自己啓発の機会がある

① キャリア支援の考え方を含む人材育成に係る基本的方針及びこれに基づき行う職業訓練、職
業能力検定等に関する情報が示されている

② 世代や階層に応じた職業能力開発の機会や仕組みが用意されている
③ 職業能力検定等の受検機会や仕組みが用意されている
④ 日常の業務や研修等の機会が、キャリアの目標に向けた取組につなげられる
⑤ 従業員の自己啓発を支援する機会や仕組みが用意されている
⑥ 有給教育訓練休暇、長期教育訓練休暇、再就職準備休暇等の休暇制度を設け、活用の促進

を図っている
 (3) 公正な職業能力の評価を行っている

① 企業の「求める人材像」に近づくことで評価される仕組みがある
② これまでのキャリア、培った職業能力（転職者、非正規雇用社員を含む）が公正に評価される

仕組みがある
③ 非正規雇用社員の監督者登用、転職者採用等、多様な人材が能力発揮できる仕組みがある

 (4) 働き方に多様性・裁量性がある
① 担当する仕事内容について個人の希望が考慮される
② 働く場所、働く時間なども含め、働き方について選択できる
③ 社内公募制度、プロジェクト募集等、従業員が職業能力を有効に発揮できる仕組みがある

1-2 企業（組織）の視点（企業ビジョンとの統合）
 (1) 企業ビジョン及び企業ビジョンに連動した人材育成方針・方策を明確にしている

① 人材育成方針・方策が企業ビジョンや経営戦略と連動している
② キャリア支援の考え方を盛り込んだ人材育成方針・方策を作成している

 (2) 企業ビジョンに基づく人材育成方針・方策を推進している
① 企業ビジョンや経営戦略、企業ビジョンに連動した人材育成方針・方策が明確に示され、社

内に浸透している
② 人材育成方針・方策に基づき中・長期的な視点で計画的にキャリア支援を行っている
③ 人材育成方針・方策に基づくキャリア支援の状況をモニタリングしている

 (3) 人材育成方針・方策を適宜評価し、見直している
① 企業ビジョン等とともに、キャリア支援のあり方を含む人材育成方針・方策を定期的に評価し

ている
② 経営課題の変化等に応じ、キャリア支援のあり方を含む人材育成方針・方策を必要に応じ見

直している
1-3 社会の視点（社会との調和）
 (1) 社会的課題との関係

① キャリア支援に関する考え方や取組が雇用や職業能力開発に係る社会的な課題を解決する方
向と合っている

(例 )
●65歳以上の高齢者の活躍の場の確保につながっている
●ポジティブアクションの目標達成につながっている
● 希望する非正規雇用社員の正社員化につながっている
●メンタルヘルスの改善につながっている
● 若年者の短期離職の縮減につながっている

 (2) 地域や社会、多様な人材との関わりを推進している
① 地域活動やボランティア活動等地域や社会との関わりを推進している
② 社内でダイバーシティを実現する他、異分野・異業種で活躍する者との交流等社外の多様な

人材と関わる機会を提供又は推進している

2 機能・効果性
企業等の取組を「機能・効果性」の側面から評価します。
具体的な評価項目は次のとおりです。
2-1 企業（組織）の評価

① 問題解決スキル・習熟率の上昇、提案件数の増加など仕事の質、生産・サービスの向上につ
ながっている

2-2 従業員の評価
① 企業が行うキャリア支援に対する従業員の評価が高い又は向上している

3 普及推進への貢献（モデル・活用可能性）
企業等の取組を「普及推進への貢献」の側面から評価します。

① 他の企業から見て先進的な取組を行い、それが自社の参考になるなどモデル性のあるキャリ
ア支援の取扱や仕組みであり、他企業での導入や活用可能性がある

Ⅴ 評価項目


